「大分県糖尿病臨床医会」　趣意書

各位

拝啓　

先生方におかれましては時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

さて、すでにご承知のとおり、糖尿病患者の数は増加の一途をたどり、平成17年に糖尿病学会、糖尿病協会、日本医師会の共同で糖尿病対策推進会議が立ち上がっております。この流れは各県毎に独自の取り組みへと広がりつつあり、行政とタイアップした形で、実効が上がる糖尿病対策が求められています。

　大分県におきましては、昭和62年９月に医師の勉強会として始まった大分県糖尿病アーベント（年６回開催）は124回（平成21年11月現在）に達し、その他にも大分糖尿病セミナー、大分SDM研究会、糖尿病サマーキャンプ、豊の国患者の会など、糖尿病関連のさまざまな研究会（研修会）や行事が行われています。またコメディカルの育成という点では平成11年度に糖尿病療養指導士認定委員会による大分県糖尿病療養指導士の育成・認定が開始され、今年で11年目を迎えました。これまでに400余名の糖尿病療養指導士が誕生し、その活動は全県の地域に浸透し軌道に乗ってきたところです。こうした多くの活動は、今後のわが県における糖尿病対策を考える上で非常に心強いものとなりますが、現状においてこれらの活動への医師の参画・協力は統合されたものとはいえず、一貫性をもってそれを行う組織の形成を求める声があがっておりました。それを受けまして平成18年10月私どもは、専門、非専門にかかわらず糖尿病臨床に携わる有志の医師の会“大分県糖尿病臨床医会”を結成、それを基盤として、医師会や行政と協同の上、大分県における糖尿病の予防や糖尿病患者の福祉の向上を目指していきたいと考えています。つきましては先生におかれましても会の趣旨をご理解賜り、ご入会の程ご検討いただければ幸いに存じます。末尾になりましたが先生方の今後益々のご健勝をお祈り申し上げます。
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